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クルマエビの神経分泌に関する研究一Ｖ

摂餌・運動器官の損傷手術とＰＡＳ陽性物質量との

相関性の検討

中村 薫＊

StudiesontheNeurosecretionofthePrawn,〃"α‘"‘〃0"伽Ｂ､一V

CorrelationsbetweenSomelnducedDamagesoftheFeeding

andtheLocomotiveOrgansandaQuantityofthe
PAS-PositiveGranulesinthePAS-Ce11ｓ

KaworuNAKAMuRA＊

Abstract

lnthepreviousreports,itrevealedthatthedefinitecellsintheventro-posteriorofthesupraoe-
sophagealganglionofthepraw､,庇”“〃0"伽Ｂ､,haveaPAS-positivegranularsubstance，
andexamineditsphysiologicalmeanin9．

Asinheritedexaminations，suchoperationsasligature-fixation，ablation，cutting，piercing

andscorchingwereperfbrmed，here，ｏｎｔｈｅａｂｄｏｍｅｎ，themaxillipedes，thepereiopods，the
lstandthe2ndantennals,theantennalgland,thelabrum,themandible,thecarapace（the

heartandtheantero-Iateralareas),theventralandthecircumoesophagealnerves・ThePAS‐

positivegranulesinthecellswere，then，comparedquantitativelyeachotherbytranscription
method,thesameasinthepreviousreports・

ThequantitativedifIbrenceswerenotobserveddistinctlybetweentheoperatedandthenon-
operated．Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，inthenon-operated，thereexistednon-negligiblevariations
especiallyamongthelargerones・Fromthesepoints,itseemsthatthePAS-cellshavenodirect
relationshipswiththeaboveorgans,butsomeotherfactor(s）maybeconcerningwiththeir
activitiesofthecells．

先に報告'）したクルマエビの食道上神経節の腹面後部にあってＰＡＳ陽性穎粒を有する特

殊細胞（ＰＡＳ細胞）について，今回は頭胸甲，触角，触角腺，大顎，顎脚，歩脚，腹部，

心臓等に位置する筋肉或いは該当部位に分布する神経に傷害を与える方法を用いて，各部位

との相関性の有無を，ＰＡＳ陽性物質の量的変動の測定より調べた．

実験方法

材料には体重２－１６９のクルマエビＲｊ”0"jc"ＳＢ・を用い，所定部位を結紫して不可動

＊鹿児島大学水産学部増殖生理学研究室（Lab､ofPropagationPhysiology，Fac・ｏｆFisheries,Ｔｈｅ

Univ・ofKagoshima,Kagoshima,Japan）
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状態におく結紫固定，焼灼した解剖刀により切除或いは切断する手術および焼灼した解剖針

により穿刺或いは焼痕を与える焼灼手術等を下記の要領で行なった．
‘ｊ

ａ）結紫固定実験１）腹部屈曲区，２）腹部伸張区：１)-2）区は腹部を屈曲或いは伸張状

態において各２日間放置．３）第２，第３顎脚結紫区，４）第３顎脚結紫区，５)第１，第

２，第３歩脚結紫区：３）－５）区とも該当部位を結紫して各１日間放置．６）第２触角外肢

外転区，７）第２触角外肢内転区：６)-7）区は第２触角の外肢を外転或いは内転状態に結

紫して各１日間放置．８）第２触角内肢結紫区：内転状態に結紫して１日間放置．９）尾

脚基部結紫吊下区：尾脚基部を結紫して体を吊下状態におき１日間放置．１０）牢篭区：体

長にあわせた狭い円筒状の網に入れ，淋泳不能の状態におき10日間放置．

１)-5）区および6)-10）区は各々 ，体重10-169と２－４９の個体を用い，前者は無給餌

条件で1974年４月，後者は給餌条件で1974年11月と1975年２月に分けて実施した．水温は

各区とも２１．５±1.0.Ｃとした．

ｂ）切除・切断実験１１）第１触角内，外両肢切除区，１２）第２触角内肢切除区：１１)－

１２）区は脚基を残して切除後，１日間放置．１３）第２触角外肢先端部切除区：切除後，１，

１０日間放置の２区を設定．１４）腹髄神経切断区，１５）囲食道神経連絡片側切断区：１４）

区は腹部第１筋節域の腹髄神経を切断．１４)-15）区とも切断後，１，７，２０時間放置の３

区を設定．

１１)-13）区および14)-15）区は各々 ，体重９－１６９と３－７９の個体を用い，１３）区を

除き無給餌条件で，前者は1974年４－５月，後者は1974年9-10月に実施した．水温は各区

とも２２．０±1.5.Ｃとした．

c）焼灼実験１６）腹部背側穿刺区：腹部第２或いは第３筋節の背側筋を穿刺．１７）大唇

焼処区：大唇腹面を焼処．１８）大顎焼灼区：先端部位を焼灼破壊し，基部筋肉に強制的振

れを与えた．１９）触角腺開孔部焼処区，２０）触角腺開孔部封鎖区：開孔部位に模形の栓を

挿入．２１）頭胸甲心臓部位焼処区：背面正中線の心臓部位甲殻を焼処．２２）頭胸甲頭前部

・背甲連絡筋部位焼処区：前方側面甲殻を焼処．２３）頭胸甲第２触角基部焼処区．

１６)-18）区および19)-23）区は各々 ，体重8-169と２－５９の個体を用い，無給餌条件

で１日間放置した．但し，２１）と22）の両区は手術後，１，７，２０時間放置の３区を設定

した．１６)-18）区は1974年５月，１９)-23）区は1974年10-11月に実施した．水温は各区と

も２４．０±1.0.Ｃとした．

対照区（無手術区）には実験区とほぼ同一体重の個体を用いた．なお給餌にはアサリ

、功gsSp.とクルマエビ用配合飼料を適宜与えた．

実験終了の後，食道上神経節を組織標本とし，複写計量法によりＰＡＳ陽性物質量を求

めた．方法は先報2）と同様である．

結 果

1974年４－５月に実施した実験結果をＴａｂｌｅｌに示した．又，1974年9-11月と1975年２月

に実施した実験結果をＴａｂｌｅ２に示した．
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中村：クルマエビの神経分泌に関する研究一Ｖ 1７

Ｔａｂｌｅｌにおいて，結紫固定，除去および焼灼の各手術区は概して対照区より測定値に高

い傾向が認められる．特に腹部屈曲区と第２触角外肢先端部除去区とにおいては著明である．

又，後者については手術後の経過日数が短かい（１日間）区の方に高い値が示される．とこ

ろで対照区には著しい区内変動が存在する．

Ｔａｂｌｅ２において，結紫固定，切断および焼灼の各手術区は対照区と比較して測定値に著

しい差異は認められない．ところで腹髄切断区については手術後の経過時間とともに値の減

少的傾向が示される．対照区の区内変動は概して少ない．

考 察

各実験区の中でＰＡＳ陽‘性物質量に明瞭な変化の認められた区は，体重8-169の個体を

用いた腹部屈曲・結紫固定区と第２触角外肢先端部切除区であり，両区とも量的増加の傾向

がみられた．しかし，対照区における測定値が平均して低いとは云え個体による変動は大き

く，又，上記両区についても測定値は個体により一定しておらず，手術が直接ＰＡＳ陽性物

質に量的増加を生じさせたとは考え難い．一方，体重２－７９の対照区では測定値に個体の

変動は小さく，以上の点から考えると，クルマエビは個体が大きい程，各個体の生理状態の

差により何らかの因子がＰＡＳ陽性物質量に大きく影響を与えることが推察される．

第２触角外肢先端部切除区，腹髄切断区については手術後の時間経過が短かい程，ＰＡＳ

陽性物質量が多いことが示される．他の実験区をも含めて，手術後の放置時間の設定に関し

ては，なお今後に問題を残し，又，各器官・組織とＰＡＳ陽‘性物質の関連を調べる上で今回

実施した方法が最適なものとは云えず，異なった技法を用いた再検討の余地がある．

要 約

１．クルマエビの食道上神経節腹面後部のＰＡＳ細胞と器官・組織との関連性を頭胸甲，

触角，触角腺，大顎，顎脚，歩脚，腹部，心臓等に関して検討した．該当部位に分布する筋

肉或いは神経に結紫固定，切除・切断および焼灼等の損傷手術を与え，これがＰＡＳ陽性物

質量に及ぼす度合を複写計量法により調べた．

２．腹部屈曲・結紫固定区と第２触角外肢先端部除去区とにＰＡＳ陽性物質の量的増加傾

向が認められたが，区内の個体による変動も大きく，手術による効果とは考え難い．

３．対照区には個体の大きさの相違によりＰＡＳ陽性物質量に差異があり，大きい個体ほ

ど個体間の量的変動が著しく，これよりＰＡＳ細胞は上記設定条件以外の別の要因により直
接的な作用を受けていることが推察される．
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